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1――加入状況 

 

 韓国の生命保険協会が 2021年 12月に発表した「生命保険性向調査」によると、2021年における生

命保険の世帯加入率は 81.0％で、2018 年の 86.0％に比べて 5.0％ポイントも低下した。世帯主の年

齢階級別の加入率は 50 代が 91.4％で最も高く、次いで 40 代（85.1％）、30 代（75.2％）、60 代以上

（63.7％）、20代（56.8％）の順であった。一方、生命保険加入世帯の平均加入件数は 2021年現在 4.3

件で 2018年の 4.5件に比べて 0.2件減少していることが明らかになった（図表 1）。 

 

図表 1 韓国における生命保険の世帯加入率や生命保険加入世帯の平均加入件数の動向 

 
出所）韓国生命保険協会（2021）「第 16 回生命保険性向調査」を参考に筆者作成。 

 

最近加入した生命保険商品は、疾病保障保険（42.8％）、実損填補型医療保険(22.7％）、災害傷害保

険（16.6％）、死亡保障保険（6.2％）が上位 4位を占めた。生命保険の加入目的は「医療費保障」が
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75.8％で最も高く、次いで「家族の生活保障」（44.3％）、「一時的な所得喪失に対する対策」（17.4％）

の順で、2018年の調査結果と大きく変わっていない。一方、生命保険に対する満足度は 82.7％で 2018

年の 87.8％に比べて 5.0％ポイント低下した。 

 

2――収入保険料推移 

 

2020年の収入保険料は、特別勘定の収入保険料（39.8兆ウォン）が対前年比 6.0％減少したものの、

一般勘定の収入保険料（79.8 兆ウォン）が対前年比 6.6％増加した結果、対前年比 2.0％増加した

（119.6兆ウォン）。一般勘定の収入保険料を保険種類別に見ると、「死亡保険」(44.3兆ウォン、対

前年比 4.2％増加)が最も多く、次いで、「生死混合保険」（17.7兆ウォン、同 21.6％増加）、「生存

保険」（17.1兆ウォン、同 0.2％減少）、「団体保険」（0.7兆ウォン、同 2.1％減少）の順であった。 

 

図表 2 収入保険料の推移 

 

出所）生命保険協会『生命保険 Factbook』各年より筆者作成。 

 

2020年時点の収入保険料の払込方法は、月納が 76.9％で最も多く、次いで、一時納（12.7％）、年

納（10.2％）の順であり、月納の割合が毎年低下傾向を見せていることに比べて、年納の割合は増加

傾向にあることが分かる（図表 3）。 
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図表 3 保険料の払込方法の推移 

  

出所）生命保険協会『生命保険 Factbook』各年より筆者作成。 

 

景気に敏感に反応する初回保険料（2020年）は、バンカシュアランスチャネルの貯蓄保険と退職年

金の新規契約の増加により対前年比 32.8％も増加した（2020年の初回保険料総額は 16.5兆ウォン）。

初回保険料の販売金額を販売チャネル別に見ると、バンカシュアランスチャネルが 44.8％で最も多く、

次いで、保険会社の職員及び役員による職員販売チャネル（37.8％）、保険外交員（11.1％）、代理店

（6.1％）等の順であった。2回以降の保険料の払込方法は、自動振り込みが 69.8％で最も多く、直

納（11.2％）、バンカシュアランス（6.6％）等を大きく上回った。 

 

図表 4 払込形態別収入保険料 

初回保険料 第 2 回以降の保険料 

  

出所）生命保険協会（2021）『2021 年生命保険 Factbook』 
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3――保険商品 

 

韓国における生命保険商品は基本的に生存保険、死亡保険、生死混合保険に分類される。生存保険

は、被保険者が保険期間満期日まで生存した時にのみ、保険金が支払われる保険であるものの、現在、

韓国で販売されている生存保険はほとんど被保険者が保険期間中に死亡しても死亡保険金を受け取る

ことができるように設計されている。代表的な生存保険の商品としては教育保険と年金保険がある。 

死亡保険は生存保険とは反対に、被保険者が保険期間中に死亡した際に保険金が支給される保険で

ある。この保険は保険期間をあらかじめ決めておいて被保険者が保険期間内に死亡した際、保険金を

支給する定期保険と一定の期間を定めず、被保険者がいつ死亡しても保険金を支給する終身保険(終

身保險)に分けられる。 

生死混合保険は被保険者が一定期間内に死亡したときに死亡保険金を支給する定期保険と満期まで

生存した時に満期保険金を支給する生存保険を合わせたものである。 つまり、生存保険と死亡保険の

長所と短所を相互に補完したものとして死亡保険金の保障機能と生存保険の貯蓄機能を同時に兼ね備

えた商品だと言える。図表 5は、生命保険の種類別新規契約の動向を示しており、死亡保険の件数や

金額が最も多いことが分かる。 

 

図表 5 生命保険の種類別新規契約の動向 

 

出所）生命保険協会（2021）『2021 年生命保険 Factbook』より筆者作成 

 

4――販売チャネルと販売制度 

  

生命保険の販売チャネルの推移を初回保険料を基準としてみてみると、過去には保険外交員による

販売が多かったものの、バンカシュアランスが登場してからは保険外交員のシェアは低下傾向にある。

2020 年第 2 四半期におけるバンカシュアランスと保険外交員のシェアはそれぞれ 55.2％と 11.7％で

前年同期に比べて 4.9％ポイントと 0.1％ポイント低下した。このように両販売チャネルのシェアが

減少した理由は、新型コロナウイルスの感染拡大により対面より非対面の販売チャネルが強化された

点が挙げられる。一方、2021 年第 2 四半期にはバンカシュアランスのシェアが再び 63.8％まで上昇

した。その原因としては貯蓄保険の販売増加が考えられる。 

単位：千件、億ウォン

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

2015 1,256 470,323 8,623 2,778,474 778 240,968 10,657 3,489,765 3,980 371,246 14,638 3,861,011 2,627 91,483

2016 817 320,705 8,598 2,603,254 672 242,675 10,087 3,166,634 4,265 378,919 14,352 3,545,553 2,199 107,346

2017 716 307,411 8,430 2,254,013 452 185,549 9,598 2,746,973 4,380 374,699 13,978 3,121,672 2,167 98,962

2018 505 209,105 8,870 2,169,843 361 148,800 9,736 2,527,748 4,302 382,297 14,039 2,910,044 2,498 117,655

2019 462 198,782 9,525 2,149,559 282 106,471 10,269 2,454,812 5,034 434,815 15,304 2,889,627 2,386 113,244

2020 417 197,415 9,185 2,223,162 277 134,340 9,878 2,554,917 4,936 413,838 14,814 2,968,755 2,848 123,160

年
⑤団体保険

一般勘定小計

（④＋⑤）
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図表 6 生命保険の販売チャネルの推移（初回保険料基準） 

 
注）毎年第２四半期基準 

出所）保険研究院「保険動向」各号より筆者作成。 

 

保険商品販売における保険外交員のシェアが減少することにより、2008年に 173,277人でピークで

あった保険外交員の数は 2020 年には 112,780 人まで減少した。さらに、最近は若者の保険外交員離

れが続いており、保険外交員の高年齢化も進んでいる。つまり、保険外交員に占める 30 歳未満と 30

～39 歳の割合はそれぞれ 2011 年の 7.1％と 28.3%から 2020年には 4.3％と 14.0％に低下したことに

比べて、50～59歳と 60歳以上の割合は同期間に 19.8％と 2.6％から 36.5％と 13.9％に大きく上昇し

た。 

若者が保険外交員になろうとしない理由は、韓国では保険外交員が個人事業主で働くケースが多く、

安定的な収入が保障されていないからである。今後労働力人口の減少が予想される中で保険業界がど

のように若手人材を確保するのか、また、どのような販売チャネルをより活用するのか注目したい。 
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図表 7 保険外交員の年齢階層別割合 

 

出所）生命保険協会（2021）『2021 年生命保険 Factbook』より筆者作成 

 

5――収支動向 

  

2020 年における生命保険業界の当期純利益は約 3.5 兆ウォンで、前年と比べて 10.8％増加した。

図表 8は 2006年から 2020年までの当期純利益を示しており、2010年に 4兆ウォンまで増加した当期

純利益が 2013年には 2.1兆ウォンまで減少したものの、その後は増減を繰り返している。 

 

図表 8 当期純利益の動向 

 

出所）生命保険協会『生命保険 Factbook』各年より筆者作成。 
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6――結びに代えて 

 

新型コロナウイルスの影響が長期化する中、韓国における 2021 年の生命保険の総資産は 992 兆ウ

ォンで、2020年の 977兆ウォンに比べて 1.5％増加した。しかし、生命保険の総資産は増えたものの、

今後、韓国における生命保険市場の見通しは明るいとは言えない。若者の保険離れが続いており、合

計特殊出生率が継続して低下しているからである。ちなみに 2021 年における韓国の合計特殊出生率

は 0.81（暫定）まで低下し、過去最低を更新した。韓国の生命保険業界は若者の保険離れと少子高齢

化、そして人口減少にどのように対応するだろうか。韓国の生命保険業界の今後の対応に注目したい。 
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